
(57)【要約】

【課題】先行削孔併用鋼矢板圧入工法では限界長を越え

る土留遮水壁を施工することができ、しかも地下水流の

復元をも考慮した新規な土留遮水壁構築工法を提供し併

せてそれにより形成される土留遮水壁を提供すること。

【解決手段】下端部の遮水ゾーンＺａとその上部の抗土

圧遮水ゾーンＺｂとから成る土留遮水壁を構築する土留

遮水壁構築工法であって、地盤を掘削して掘削孔の下端

部にソイルモルタル柱を形成する工程と、該ソイルモル

タル柱上の掘削孔内に現地掘削土の篩い分け土を埋め戻

す工程とを順次繰り返して遮水ゾーンＺａに連続遮水壁

１を形成し、次いで、該埋め戻し部を貫通させてソイル

モルタル柱上部に鋼矢板３を圧入することで抗土圧遮水

ゾーンＺｂに連続土留遮水壁４を形成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 端 部 の 遮 水 ゾ ー ン と そ の 上 部 の 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン と か ら 成 る 土 留 遮 水 壁 を 構 築 す る 土
留 遮 水 壁 構 築 工 法 で あ っ て 、 地 盤 を 掘 削 し て 掘 削 孔 の 下 端 部 に ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成 す
る 工 程 と 、 該 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 上 の 掘 削 孔 内 に 現 地 掘 削 土 の 篩 い 分 け 土 を 埋 め 戻 す 工 程 と
を 順 次 繰 り 返 し て 遮 水 ゾ ー ン に 連 続 遮 水 壁 を 形 成 し 、 次 い で 、 該 埋 め 戻 し 部 を 貫 通 さ せ て
ソ イ ル モ ル タ ル 柱 上 部 に 鋼 矢 板 を 圧 入 す る こ と で 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン に 連 続 土 留 遮 水 壁 を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン に 連 続 土 留 遮 水 壁 を 形 成 し た 後 、 少 な く と も 遮 水 ゾ ー ン と 抗 土 圧 遮 水
ゾ ー ン と の 継 ぎ 目 部 の 背 面 に 薬 液 を 注 入 し て 止 水 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 、 掘 削 孔 の 下 端 部 に 現 地 掘 削 土 に 硬 化 剤 を 混 入 し た ソ イ ル モ ル タ ル
を 充 填 す る こ と に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ２ に 記 載 の 土 留 遮
水 壁 構 築 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 、 地 盤 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤 を 注 入 し な が ら 攪 拌 混 合 す る こ と に よ っ
て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ２ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 下 端 部 の 遮 水 ゾ ー ン と そ の 上 部 の 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン と か ら な る 土 留 遮 水 壁 で あ っ て 、 遮
水 ゾ ー ン は 、 複 数 の 連 続 し た ソ イ ル モ ル タ ル 柱 で 形 成 さ れ た 連 続 遮 水 壁 か ら な り 、 抗 土 圧
遮 水 ゾ ー ン は 、 該 連 続 遮 水 壁 の 上 に 埋 め 戻 さ れ た 現 地 掘 削 土 の 篩 い 分 け 土 と 、 そ の 埋 め 戻
し 部 を 貫 通 さ せ て 該 連 続 遮 水 壁 上 部 に 圧 入 さ れ た 鋼 矢 板 と で 構 成 さ れ る 連 続 土 留 遮 水 壁 か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 土 留 遮 水 壁 。
【 請 求 項 ６ 】
　 遮 水 ゾ ー ン は 、 連 続 遮 水 壁 と 該 連 続 遮 水 壁 の 背 面 に 薬 液 を 注 入 し て 形 成 さ れ た 止 水 層 と
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 は 、 現 地 掘 削 土 に 硬 化 剤 を 混 入 し た ソ イ ル モ ル タ ル か ら な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ６ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 は 、 地 盤 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤 を 注 入 し て 攪 拌 混 合 し た ソ イ ル モ ル タ ル
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ６ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 地 下 構 造 物 を 構 築 す る 際 の 締 切 工 に 用 い ら れ る 土 留 遮 水 壁 を 施 工 す る 土 留 遮
水 壁 構 築 工 法 及 び そ れ に よ り 形 成 さ れ る 土 留 遮 水 壁 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 地 下 構 造 物 を 構 築 す る 際 の 締 切 工 な ど の 土 留 壁 を 形 成 す る 有 効 な 土 留 工 法 と
し て 、 先 行 削 孔 併 用 鋼 矢 板 圧 入 工 法 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 工 法 は 、 基 本 的 に 、 回 転 し な い よ う に 建 て 込 ま れ た ケ ー シ ン グ と 、 下 端 に 露 出 す る
掘 削 刃 を 有 し か つ ケ ー シ ン グ 内 で 回 転 す る オ ー ガ ス ク リ ュ ー と を 用 い て 、 地 面 か ら 地 中 に
必 要 に 応 じ オ ー ガ ス ク リ ュ ー の 軸 芯 を 利 用 し て ベ ン ト ナ イ ト 溶 液 又 は セ メ ン ト ミ ル ク を 注
入 し な が ら 掘 削 し 、 そ の 掘 削 が 所 定 深 さ に 達 し た る 後 、 ケ ー シ ン グ と オ ー ガ ス ク リ ュ ー を
引 き 上 げ て か ら 、 掘 削 孔 に 連 結 耳 を 有 す る 鋼 矢 板 を そ の 連 結 耳 が 杭 列 方 向 を 向 く よ う に し
て 挿 入 し 、 次 の 掘 削 に 埋 設 済 み 鋼 矢 板 の 連 結 耳 に ケ ー シ ン グ の ガ イ ド 部 材 を 嵌 め 込 ん で 鋼
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矢 板 を 挿 入 埋 設 す る 繰 り 返 し で 鋼 矢 板 を 順 次 埋 設 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ５ － １ ４ ２ ８ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 先 行 削 孔 併 用 鋼 矢 板 圧 入 工 法 は 、 無 騒 音 及 び 無 振 動 で 施 工 す る こ と が で き る 上 に
、 施 工 が 迅 速 か つ 正 確 で あ り 、 建 設 排 出 土 が な く 、 ま た 垂 直 精 度 が 高 い と い う 優 れ た 利 点
を 有 し て い る 。 と こ ろ が 、 こ の 工 法 で は 鋼 矢 板 の 圧 入 可 能 な 長 さ が 約 ２ ０ ｍ で あ り 、 そ の
限 界 長 を 越 え て 施 工 す る 場 合 に ジ ェ ッ ト 等 の 補 助 手 段 を 併 用 す る と 汚 染 が 発 生 し て 無 公 害
性 の 効 果 が 無 く な っ て し ま う こ と に な る 。 ま た 、 玉 石 や 砂 礫 が 混 在 し て い る 場 所 で は 鋼 矢
板 の 圧 入 に 困 難 を 伴 う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 鋼 矢 板 の 圧 入 限 界 長 以 上 の 遮 水 壁 を 施 工 す る 工 法 と し て 、 Ｓ Ｍ Ｗ 壁 工 法 、 Ｒ Ｃ
連 続 壁 工 法 等 の よ う に 掘 削 を 伴 う 工 法 が あ る 。 と こ ろ が 、 鋼 矢 板 を 圧 入 す る だ け の 鋼 矢 板
壁 は 、 そ の 築 造 及 び 撤 去 に 要 す る 費 用 や 労 力 が 軽 微 で 工 期 も 短 い が 、 Ｓ Ｍ Ｗ 壁 や Ｒ Ｃ 連 続
壁 は 、 鋼 矢 板 壁 に 比 べ て 築 造 に 費 用 や 労 力 が 掛 か り 、 工 期 も 長 い だ け で な く 、 特 に そ の 撤
去 に 多 大 な 費 用 や 工 期 を 要 す る 等 の 問 題 が あ る 。 ま た 、 現 地 土 砂 に 硬 化 剤 を 混 入 し て 築 造
す る Ｓ Ｍ Ｗ 壁 は 建 設 排 土 を 極 力 抑 え る こ と が で き る が 、 Ｒ Ｃ 連 続 壁 は 建 設 排 土 が 出 る 等 の
問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 長 大 な 土 留 遮 水 壁 を 構 築 す る 場 合 、 地 下 水 環 境 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ が あ る こ と
か ら 、 地 下 構 造 物 の 構 築 後 に は 、 速 や か に 土 留 遮 水 壁 を 撤 去 し て 現 状 復 帰 に 努 め る こ と が
要 求 さ れ る 。 ま た 、 産 業 廃 棄 物 と な る 建 設 土 砂 を 出 さ な い こ と も 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 先 行 削 孔 併 用 鋼 矢 板 圧 入 工 法
で は 限 界 長 を 越 え る 土 留 遮 水 壁 を 施 工 す る こ と が で き 、 し か も 地 下 水 流 の 復 元 を も 考 慮 し
た 新 規 な 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 を 提 供 し 、 併 せ て そ れ に よ り 形 成 さ れ る 土 留 遮 水 壁 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で あ る 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 は 、 下 端 部 の 遮 水 ゾ ー ン と そ の 上 部 の
抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン と か ら 成 る 土 留 遮 水 壁 を 構 築 す る 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 で あ っ て 、 地 盤 を
掘 削 し て 掘 削 孔 の 下 端 部 に ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成 す る 工 程 と 、 該 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 上 の
掘 削 孔 内 に 現 地 掘 削 土 の 篩 い 分 け 土 を 埋 め 戻 す 工 程 と を 順 次 繰 り 返 し て 遮 水 ゾ ー ン に 連 続
遮 水 壁 を 形 成 し 、 次 い で 、 該 埋 め 戻 し 部 を 貫 通 さ せ て ソ イ ル モ ル タ ル 柱 上 部 に 鋼 矢 板 を 圧
入 す る こ と で 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン に 連 続 土 留 遮 水 壁 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で あ る 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 構 築
工 法 に お い て 、 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン に 連 続 土 留 遮 水 壁 を 形 成 し た 後 、 少 な く と も 遮 水 ゾ ー ン
と 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン と の 継 ぎ 目 部 の 背 面 に 薬 液 を 注 入 し て 止 水 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で あ る 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ２ に 記 載 の 土
留 遮 水 壁 構 築 工 法 に お い て 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 、 掘 削 孔 の 下 端 部 に 現 地 掘 削 土 に 硬 化 剤
を 混 入 し た ソ イ ル モ ル タ ル を 充 填 す る こ と に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 で あ る 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ２ に 記 載 の 土
留 遮 水 壁 構 築 工 法 に お い て 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 、 地 盤 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤 を 注 入 し な が
ら 攪 拌 混 合 す る こ と に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 で あ る 土 留 遮 水 壁 は 、 下 端 部 の 遮 水 ゾ ー ン と そ の 上 部 の 抗 土 圧 遮
水 ゾ ー ン と か ら な る 土 留 遮 水 壁 で あ っ て 、 遮 水 ゾ ー ン は 、 複 数 の 連 続 し た ソ イ ル モ ル タ ル
柱 で 形 成 さ れ た 連 続 遮 水 壁 か ら な り 、 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン は 、 該 連 続 遮 水 壁 の 上 に 埋 め 戻 さ
れ た 現 地 掘 削 土 の 篩 い 分 け 土 と 、 そ の 埋 め 戻 し 部 を 貫 通 さ せ て 該 連 続 遮 水 壁 上 部 に 圧 入 さ
れ た 鋼 矢 板 と で 構 成 さ れ る 連 続 土 留 遮 水 壁 か ら な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 で あ る 土 留 遮 水 壁 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 に お い て 、 遮
水 ゾ ー ン は 、 連 続 遮 水 壁 と 該 連 続 遮 水 壁 の 背 面 に 薬 液 を 注 入 し て 形 成 さ れ た 止 水 層 と か ら
な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 で あ る 土 留 遮 水 壁 は 、 請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ６ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁
に お い て 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 は 、 現 地 掘 削 土 に 硬 化 剤 を 混 入 し た ソ イ ル モ ル タ ル か ら な る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 で あ る 土 留 遮 水 壁 は 、 請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ６ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁
に お い て 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 は 、 地 盤 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤 を 注 入 し て 攪 拌 混 合 し た ソ イ ル
モ ル タ ル か ら な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 は 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 先 行 削 孔
併 用 鋼 矢 板 圧 入 工 法 で は 限 界 長 を 越 え る 場 合 で あ っ て も 、 止 水 が 十 分 な 土 留 遮 水 壁 を 施 工
す る こ と が で き る 。 そ し て 、 鋼 矢 板 を 圧 入 す る こ と で 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン に 連 続 土 留 遮 水 壁
を 形 成 し た こ と に よ り 、 鋼 矢 板 壁 は そ の 築 造 及 び 撤 去 に 要 す る 費 用 や 労 力 が 軽 微 で 工 期 も
短 く て 済 む 。 ま た 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 上 の 掘 削 孔 内 に 現 地 掘 削 土 の 篩 い 分 け 土 を 埋 め 戻 す
よ う に し た こ と に よ り 、 玉 石 や 砂 礫 が 混 在 し て い る 場 所 で あ っ て も そ れ ら の 除 外 さ れ た 現
地 掘 削 土 で 地 盤 が 置 換 さ れ る の で 、 鋼 矢 板 の 圧 入 が 容 易 と な り 、 し か も 建 設 現 場 か ら の 建
設 残 土 の 排 出 を 極 力 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 は 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 少 な く と も 遮 水 ゾ ー ン と
抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン と の 継 ぎ 目 部 の 背 面 に 薬 液 を 注 入 し て 止 水 層 を 形 成 し た こ と に よ り 、 ソ
イ ル モ ル タ ル に 鋼 矢 板 を 圧 入 し た 際 に 、 万 一 ソ イ ル モ ル タ ル 壁 に 亀 裂 が 生 じ る よ う な こ と
が あ っ て も 、 止 水 層 に よ っ て 遮 水 機 能 の 劣 化 を 抑 制 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。 そ し て 、
こ の 止 水 層 は 、 締 切 工 の 根 切 底 の ボ イ リ ン グ や ヒ ー ピ ン グ を 防 ぐ た め に 根 切 底 下 の 所 定 の
深 さ に 薬 液 を 注 入 し て 止 水 層 を 形 成 す る 際 に 同 時 に 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 は 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 掘 削 孔 の 下 端 部 に 現 地 掘
削 土 に 硬 化 剤 を 混 入 し た ソ イ ル モ ル タ ル を 充 填 す る こ と に よ っ て ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成
す る こ と に よ り 、 建 設 現 場 か ら の 建 設 残 土 の 排 出 を 極 力 抑 制 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 は 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 地 盤 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤
を 掘 削 孔 の 下 端 部 に 注 入 し な が ら 攪 拌 混 合 す る こ と に よ っ て ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成 す る
こ と に よ り 、 建 設 現 場 か ら の 建 設 残 土 の 排 出 を 極 力 抑 制 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 は 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 で 形 成 さ れ た 連 続 遮 水 壁 と そ の 連 続
遮 水 壁 上 部 に 圧 入 さ れ た 鋼 矢 板 と で 構 成 さ れ る の で 、 地 下 構 造 物 の 築 造 の た め に 根 切 り を
行 っ た 際 に 抗 土 圧 と 遮 水 性 能 を 要 求 さ れ る 領 域 は 、 鋼 矢 板 壁 で 形 成 さ れ 、 そ れ よ り 下 の 主
に 遮 水 性 能 の 期 待 さ れ る 領 域 は 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 で 形 成 さ れ た 連 続 遮 水 壁 で 形 成 さ れ て
い る こ と と な り 、 両 者 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 圧 入 長 さ に 限 界 が あ る 鋼 矢 板 を 有 効 に
活 用 で き る 。 ま た 、 地 下 構 築 物 の 築 造 に 供 し た 鋼 矢 板 壁 は 容 易 に 撤 去 さ れ 、 そ の 下 部 の 連
続 遮 水 壁 だ け が 残 置 さ れ る だ け で 長 大 な 土 留 遮 水 壁 の 殆 ど が 撤 去 で き る こ と か ら 、 地 下 水
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環 境 へ の 悪 影 響 を 極 力 抑 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 は 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 遮 水 ゾ ー ン が 、 連 続 遮 水 壁 と 該 連
続 遮 水 壁 の 背 面 に 薬 液 を 注 入 し て 形 成 さ れ た 止 水 層 と か ら な っ て い る こ と に よ り 、 ソ イ ル
モ ル タ ル に 鋼 矢 板 を 圧 入 し た 際 に 、 万 一 ソ イ ル モ ル タ ル 壁 に 亀 裂 が 生 じ て も 、 止 水 層 に よ
っ て 遮 水 機 能 の 劣 化 を 抑 制 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。 そ し て 、 こ の 止 水 層 は 、 締 切 工 の
根 切 底 の ボ イ リ ン グ や ヒ ー ピ ン グ を 防 ぐ た め に 根 切 底 下 の 所 定 の 深 さ に 薬 液 を 注 入 し て 止
水 層 を 形 成 す る 際 に 同 時 に 施 工 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 は 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 が 、 現 地 掘 削 土
に 硬 化 剤 を 混 入 し た ソ イ ル モ ル タ ル か ら な っ て い る こ と に よ り 、 建 設 現 場 か ら の 建 設 残 土
の 排 出 を 極 力 抑 制 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 土 留 遮 水 壁 は 、 上 記 効 果 に 加 え て 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 が 、 地 盤 に セ メ
ン ト 系 硬 化 剤 を 注 入 し て 攪 拌 混 合 し た ソ イ ル モ ル タ ル か ら な っ て い る こ と に よ り 、 建 設 現
場 か ら の 建 設 残 土 の 排 出 を 極 力 抑 制 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 に よ り 構 築 さ れ た 土 留 遮 水 壁 の 一 例 を 示 す 概 略 説 明
図 で あ り 、 土 留 遮 水 壁 を 横 断 す る 位 置 で の 地 盤 の 縦 断 面 と そ の 断 面 か ら の 奥 行 き を 表 し て
い る 。 こ の 例 で は 、 玉 石 や 礫 が 混 在 す る 河 川 部 の 地 盤 に 地 下 構 造 物 Ｋ を 構 築 す る に 際 し て
、 締 切 工 と し て 仮 設 の 土 留 遮 水 壁 を 構 築 す る も の で あ り 、 図 中 α は 締 切 工 の 根 切 底 を 示 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 土 留 遮 水 壁 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 下 端 部 の 遮 水 ゾ ー ン Ｚ ａ と そ の 上 部 の 抗 土 圧 遮 水 ゾ
ー ン Ｚ ｂ と か ら な る 。 こ の う ち 遮 水 ゾ ー ン Ｚ ａ は 、 複 数 の 連 続 し た ソ イ ル モ ル タ ル 柱 で 形
成 さ れ た 連 続 遮 水 壁 １ か ら な り 、 ま た 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン Ｚ ｂ は 、 連 続 遮 水 壁 １ の 上 に 埋 め
戻 さ れ た 現 地 掘 削 土 の 篩 い 分 け 土 ２ と 、 そ の 埋 め 戻 し 部 を 貫 通 さ せ て 連 続 遮 水 壁 １ 上 部 に
圧 入 さ れ た 鋼 矢 板 ３ と で 構 成 さ れ る 連 続 土 留 遮 水 壁 ４ か ら な る 。 な お 、 図 で は 鋼 矢 板 ３ と
し て 板 状 の 矢 板 を 示 し て い る が 、 鋼 管 状 の 矢 板 で も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 図 １ の 土 留 遮 水 壁 は 、 連 続 遮 水 壁 １ の 背 面 に 薬 液 を 注 入 し て 形 成 さ れ た 止 水 層
５ を 有 し て い る 。 こ の 止 水 層 ５ は 、 締 切 工 の 根 切 底 の ボ イ リ ン グ や ヒ ー ピ ン グ を 防 ぐ た め
に 根 切 底 下 の 所 定 の 深 さ に 薬 液 を 注 入 し て 止 水 層 ６ を 形 成 す る 際 に 延 長 し て 同 時 に 施 工 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 連 続 遮 水 壁 １ 構 成 す る ソ イ ル モ ル タ ル 柱 は 、 現 地 掘 削 土 に 硬 化 剤 を 混 入 し た ソ イ
ル モ ル タ ル か ら な る か 、 或 い は 、 地 盤 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤 を 注 入 し て 攪 拌 混 合 し た ソ イ ル
モ ル タ ル か ら な る 。 こ の よ う に 建 設 現 場 の 土 砂 や 地 盤 を 利 用 す る こ と に よ り 、 建 設 現 場 か
ら の 建 設 残 土 の 排 出 を 極 力 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の よ う に 、 地 下 構 造 物 Ｋ の 築 造 の た め に 根 切 り を 行 っ た 際 に 抗 土 圧 と 遮 水 性 能 を 要
求 さ れ る 領 域 と し て の 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン Ｚ ｂ は 、 鋼 矢 板 壁 で 形 成 さ れ 、 そ れ よ り 下 の 主 に
遮 水 性 能 の 期 待 さ れ る 領 域 と し て の 遮 水 ゾ ー ン Ｚ ａ は 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 で 形 成 さ れ た 連
続 遮 水 壁 １ で 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 圧 入 長 さ に 限 界 が あ る 鋼 矢 板 ３ を 有 効 に 活 用 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 地 下 構 築 物 の 築 造 後 は 、 そ の 工 事 に 供 し た 鋼 矢 板 壁 は 容 易 に 撤 去 さ
れ 、 そ の 下 部 の 連 続 遮 水 壁 １ だ け が 残 置 さ れ る だ け で 長 大 な 土 留 遮 水 壁 の 殆 ど が 撤 去 で き
る こ と か ら 、 地 下 水 環 境 へ の 悪 影 響 を 極 力 抑 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 連 続 遮 水 壁 １ の 背 面 に 止 水 層 ５ を 設 け る こ と に よ り 、 ソ イ ル モ ル タ ル に 鋼 矢 板 ３
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を 圧 入 し た 際 に 、 万 一 ソ イ ル モ ル タ ル 壁 に 亀 裂 が 生 じ て も 、 そ の 止 水 層 ５ に よ っ て 遮 水 機
能 の 劣 化 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 を 説 明 す る た め の 工 程 図 、 図 ３ は 図 ２ （ ｂ ） の Ｘ －
Ｘ 断 面 図 、 図 ４ は 図 ２ （ ｃ ） の Ｙ － Ｙ 断 面 図 、 図 ５ ～ 図 ９ は 図 １ の 土 留 工 法 を 施 工 す る 手
順 の 具 体 的 な 説 明 図 で あ り 、 以 下 、 こ れ ら の 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 土 留 遮 水 壁 構 築
工 法 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 ２ （ ｄ ） は 、 理 解 し や す い よ う に 図 ２ （ ａ ） ～ 図 ２ （ ｃ
） の 各 図 と 直 交 す る 方 向 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 一 段 階 と し て 、 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 地 盤 を 掘 削 し て 掘 削 孔 の 下 端 部 に
ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成 す る 工 程 と 、 該 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 上 の 掘 削 孔 内 に 現 地 掘 削 土 の 篩
い 分 け 土 ２ を 埋 め 戻 す 工 程 と を 順 次 繰 り 返 し て 遮 水 ゾ ー ン Ｚ ａ に 連 続 遮 水 壁 １ を 形 成 す る
。 具 体 的 な 手 順 は 次 の よ う で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま ず 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 全 旋 回 オ ー ル ケ ー シ ン グ 掘 削 機 で 掘 削 孔 を 掘 削 し て 掘 削 土 砂 を
地 上 に 排 出 し 、 次 い で 、 地 上 に 排 出 し た 掘 削 土 砂 Ｓ を 篩 い 分 け る こ と で 玉 石 、 礫 を 取 り 除
き 、 そ の 玉 石 、 礫 を 取 り 除 い た 掘 削 土 砂 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤 を 添 加 し て 混 練 す る こ と で ソ
イ ル モ ル タ ル を 製 造 し 、 続 い て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 そ の ソ イ ル モ ル タ ル を ミ キ サ ー 車 に
よ り 掘 削 孔 の 下 部 に 充 填 し て ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成 す る 。 続 い て 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 の
上 部 に 空 い た 掘 削 孔 内 に 玉 石 、 礫 を 除 い た 篩 い 分 け 土 ２ を 投 入 し て 埋 め 戻 す 。 こ の よ う に
現 地 掘 削 土 か ら 玉 石 、 礫 を 取 り 除 い た 篩 い 分 け 土 ２ を 埋 め 戻 す こ と で 転 石 対 策 と な る 。 こ
の 埋 め 戻 し 作 業 は 、 図 ７ に 示 す よ う に バ ッ ク ホ ウ １ ８ を 使 用 し て 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 掘 削 孔 の 掘 削 、 ソ イ ル モ ル タ ル の 製 造 、 ソ イ ル モ ル タ ル の 充 填 、 篩 い 分 け
土 の 投 入 を 含 む 一 連 の 手 順 を 順 次 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 地 面 下 の 所 定 位 置 に 互 い に オ ー
バ ー ラ ッ プ し て 繋 が っ た 複 数 の ソ イ ル モ ル タ ル 柱 か ら な る 連 続 止 水 壁 １ を 形 成 す る 。 具 体
的 な 一 例 を 挙 げ れ ば 、 掘 削 孔 の 径 が １ ． ２ ｍ 、 深 さ が ２ ３ ｍ 、 連 続 遮 水 壁 １ の 高 さ が ６ ｍ
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 掘 削 孔 は 図 ３ に お い て ｄ 1  ～ ｄ 6  で 示 す 順 序 で 掘 削 す る の で 、 先 行 す る 掘 削 孔 に
ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成 し な が ら 、 次 の 掘 削 孔 の 作 業 を オ ー バ ー ラ ッ プ し て 行 う よ う に す
る と 作 業 効 率 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ に 示 す 全 旋 回 オ ー ル ケ ー シ ン グ 掘 削 機 は 、 回 転 す る ケ ー シ ン グ の 先 端 刃 で 岩 塊 や コ
ン ク リ ー ト を 掘 削 で き る の で 、 河 川 部 の よ う に 多 く の 転 石 や 玉 石 な ど の 支 障 物 が あ っ て も
そ の 地 盤 を 貫 通 し て 掘 削 す る こ と が で き る 。 図 ５ に お い て １ ０ は ク ロ ー ラ ク レ ー ン 、 １ １
は ハ ン マ ク ラ ブ 、 １ ２ は ケ ー シ ン グ 、 １ ３ は チ ュ ー ビ ン グ 装 置 、 １ ４ は 油 圧 ユ ニ ッ ト で あ
り 、 Ｓ と Ｔ は そ れ ぞ れ は 掘 削 土 砂 と 地 中 の 転 石 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 掘 削 孔 の 下 部 へ の ソ イ ル モ ル タ ル の 充 填 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ク ロ ー ラ ク レ ー ン １ ０
に ス イ ベ ル １ ５ を 介 し て 注 入 パ イ プ １ ６ を 吊 り 下 げ 、 ミ キ サ ー 車 １ ７ に よ り ス イ ベ ル １ ５
か ら 注 入 パ イ プ １ ６ に ソ イ ル モ ル タ ル を 注 入 す る こ と で 行 う 。 こ こ で 用 い る ソ イ ル モ ル タ
ル は 、 前 記 し た と お り 玉 石 、 礫 を 除 い た 掘 削 土 砂 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤 を 添 加 し て 混 練 し た
も の で 、 低 強 度 の 流 動 化 処 理 土 で あ る 。 或 い は 、 一 般 の 排 泥 再 生 品 ソ イ ル モ ル タ ル を 性 能
調 整 し て 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 ソ イ ル モ ル タ ル 柱 の 形 成 に つ い て は 、 ソ イ ル モ ル タ ル を 掘 削 孔 の 下 部 に 充 填 し て
ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成 す る 代 わ り に 、 地 盤 に セ メ ン ト 系 硬 化 剤 を 注 入 し な が ら 攪 拌 混 合
す る こ と に よ っ て ソ イ ル モ ル タ ル 柱 を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 第 ２ 段 階 と し て 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 現 地 掘 削 土 の 篩 い 分 け 土 ２ を 埋 め 戻 し た 埋
め 戻 し 部 を 貫 通 さ せ て ソ イ ル モ ル タ ル 柱 上 部 に 鋼 矢 板 ３ を 圧 入 す る こ と で 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー
ン Ｚ ｂ に 連 続 土 留 遮 水 壁 ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 鋼 矢 板 ３ の 施 工 作 業 は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 静 的 圧 入 機 １ ９ を 使 用 し て 行 う 。 こ れ
に よ り 、 連 続 遮 水 壁 １ の 上 側 に 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン Ｚ ｂ と し て の 連 続 土 留 遮 水 壁 ４ が 形 成 さ
れ る 。 す な わ ち 、 篩 い 分 け 土 ２ を 埋 め 戻 し た 埋 め 戻 し 部 と そ れ を 貫 通 し て ソ イ ル モ ル タ ル
上 部 に 圧 入 さ れ た 鋼 矢 板 ３ と か ら な る 連 続 土 留 遮 水 壁 ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 最 後 に 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 連 続 遮 水 壁 １ の 背 面 に 薬 液 を 注 入 し て 止 水 層 ５ を 形
成 す る 。 こ の 薬 液 注 入 作 業 は 、 一 般 の 地 盤 改 良 で 実 施 す る 二 重 管 複 合 注 入 法 に よ り 行 う こ
と が で き る 。 そ し て 、 薬 液 は 連 続 遮 水 壁 １ と 矢 板 ３ の オ ー バ ー ラ ッ プ 部 ま で 注 入 す る 。 ソ
イ ル モ ル タ ル は 硬 化 す る た め 、 鋼 矢 板 ３ の 圧 入 に よ っ て 亀 裂 の 発 生 す る 恐 れ が あ る が 、 万
一 ソ イ ル モ ル タ ル 壁 に 亀 裂 が 生 じ る よ う な こ と が あ っ て も 、 止 水 層 ５ に よ っ て 遮 水 機 能 の
劣 化 を 抑 制 で き る 。 こ の 止 水 層 ５ は 、 締 切 工 に お け る 根 切 底 の ボ イ リ ン グ や ヒ ー ピ ン グ を
防 止 す る た め に 根 切 底 下 の 所 定 の 深 さ に 薬 液 を 注 入 し て 一 面 に 止 水 層 を 形 成 す る 際 に 、 つ
い で に 連 続 遮 水 壁 １ と 鋼 矢 板 ３ の 接 合 部 背 面 に 薬 液 を 注 入 す る こ と で 施 工 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 砂 礫 の 多 い 地 盤 を 掘 削 し て 構 造 物 を 建 設 す る 際 に 、 周 囲 に 上 記 の よ う な 構 造 の 土 留 遮 水
壁 を 形 成 す る こ と に よ り 、 十 分 な 止 水 効 果 を 期 待 で き る 。 そ し て 、 こ の 土 留 遮 水 壁 は 、 地
下 水 流 へ の 影 響 を 回 避 す べ き 現 場 の 場 合 、 地 下 水 流 の 流 れ を 現 状 に 近 い 状 態 に 比 較 的 簡 単
に 復 元 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 上 記 し た 土 留 遮 水 壁 の 工 事 を 完 了 し 、 締 切 工 の 中 で
の 躯 体 工 事 を 終 え た 後 、 静 的 圧 入 機 で 鋼 矢 板 ３ を 引 き 抜 き 撤 去 す る こ と で 地 下 水 流 の 流 れ
を 現 状 復 帰 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 鋼 矢 板 ３ 一 枚 毎 に そ の 抜 き 始 め 時 に 上 下 揺 動 を
行 っ て 下 部 の 連 続 遮 水 壁 １ と の 接 合 部 の 硬 化 し た ソ イ ル モ ル タ ル を 破 壊 す る こ と で 引 抜 き
作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し て き た が 、 本 発 明 に よ
る 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 及 び そ れ に よ り 形 成 さ れ る 土 留 遮 水 壁 は 、 上 記 し た 具 体 例 に 何 ら 限
定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る
こ と は 当 然 の こ と で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 に よ り 構 築 さ れ た 土 留 遮 水 壁 の 一 例 を 示 す 概 略 説 明
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 土 留 遮 水 壁 構 築 工 法 を 説 明 す る た め の 工 程 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ （ ｂ ） の Ｘ － Ｘ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ （ ｃ ） の Ｙ － Ｙ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 掘 削 孔 の 掘 削 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ソ イ ル モ ル タ ル の 充 填 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 篩 い 分 け 土 の 埋 め 戻 し 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 鋼 矢 板 の 圧 入 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｚ ａ 　 遮 水 ゾ ー ン
　 Ｚ ｂ 　 抗 土 圧 遮 水 ゾ ー ン
　 Ｋ 　 地 下 構 造 物
　 １ 　 連 続 遮 水 壁
　 ２ 　 篩 い 分 け 土
　 ３ 　 鋼 矢 板
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　 ４ 　 連 続 土 留 遮 水 壁
　 ５ 　 止 水 層
　 ６ 　 止 水 層
　 １ ０ 　 ク ロ ー ラ ク レ ー ン
　 １ １ 　 ハ ン マ ク ラ ブ
　 １ ２ 　 ケ ー シ ン グ
　 １ ３ 　 チ ュ ー ビ ン グ 装 置
　 １ ４ 　 油 圧 ユ ニ ッ ト
　 １ ５ 　 ス イ ベ ル
　 １ ６ 　 注 入 パ イ プ
　 １ ７ 　 ミ キ サ ー 車
　 １ ８ 　 バ ッ ク ホ ウ
　 １ ９ 　 静 的 圧 入 機
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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